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教授大森秀信 教授今西 武 教授小林資正
論文内容の要旨
1886年に Willgerodt らによって 3 価の超原子価ヨウ素試薬が合成されて以来，数多くの超原子価ヨウ素試薬が合
成されたが，有機合成反応に有効に利用されるようになったのは， 1980年代に入ってからのことである。すなわち，




著者らの研究室では求核性が低く高極性の 1 ， 1 ， 1 ， 3 ， 3 ， 3-hexafluoro-2由propanol ((CF3)2CHOH) や 2 ， 2 ， 2-trifl uoroｭ






このような背景下，著者はフェノール及びフェノールエーテル誘導体と超原子価ヨウ素試薬である pheny liodine 
bis (trifluoroacetate) (PIFA) を用いる新しい炭素-炭素結合形成反応の開発を検討した結果，以下に示す新知見
を得ることができた。
1) N orbelladine 誘導体と PIFA を CF 3 CH 2 0H 中 -40度で反応させると ， pαra-pαrα' 位での位置選択的酸化的カッ
プリング反応が進行することを見出した。更に，本手法を応用して， crinine-type Amαryllidαceae alkaloid , (+)ｭ
maritidine 合成における鍵化合物の合成に成功した。
2) 1) の知見を応用し， norbelladine 誘導体の pαra-ortho' 位での位置選択的酸化的カップリング反応の開発に成
功した。得られたカ y プリング体から，アルツハイマー病治療を指向したアセチルコリンエステラーゼ阻害薬として

















pheny liodine bis (trifl uoroaceta te) (PIF A) を用いる炭素ー炭素結合形成反応を検討した結果， nor belladine 誘導
体の pαra-parα' 位選択的カップリング反応および?αra-ortho' 位選択的カップリング反応に成功し，後者の反応を
利用し，種々の galanthamine 型 Amαryllidαceae アルカロイド類の簡便な新合成法を開発した。また，二つの芳香
環をテンプレートで結んだ基質の新規分子内ビアリールカップリング反応の開発に成功した。
以上の成果は，博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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